
第 3章 数列（18） 

階差数列を用いた別解について 

＜例 30＞（1） 

  𝑎1＝1     ･･･････････① 

𝑎𝑛+1＝3𝑎𝑛－1    ･････････② 

①、②より、𝑎2、𝑎3、𝑎4、𝑎5を求める。 

𝑎2＝ 2   、𝑎3＝5     、𝑎4＝14   、𝑎5＝41 

より、数列｛𝑎𝑛｝は、次のようになる。 

 １、2、5、14、41、 

     1、3、9、27、 

この数列の階差数列を｛𝑏𝑛｝とおけば、𝑏𝑛＝3𝑛−1 

従って、ｎ≧2のとき、 

𝑎𝑛 = 𝑎1 + ∑ 𝑏𝑘
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=
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このとき、𝑎1 =
30 + 1

2
= 1 となり、n = 1 のときも成立する。 

従って、𝑎𝑛 =
3𝑛−1 + 1

2
 

  



（Ⅳ） 𝒂𝟏＝a ，𝒂𝒏+𝟏＝𝒂𝒏＋(𝒏の式) 

与えられた漸化式より、𝑎𝑛+1－𝑎𝑛＝（nの式）となるので、 

𝒂𝒏+𝟏－𝒂𝒏＝𝒃𝒏 とおけば、数列｛𝑏𝑛｝は、数列｛𝑎𝑛｝の 階差    数列である。従って、 

𝑛 ≥ 2のとき、𝑎𝑛 = 𝑎1 + ∑ 𝑏𝑘

𝑛−1

𝑘=1

 

より、𝑎𝑛を求めることができる。 

 

<例31> 次の条件によって定められた数列の一般項を求めよ。 

(1)  𝑎1＝1 ，𝑎𝑛+1＝𝑎𝑛＋2n－1 

𝑎𝑛+1 − 𝑎𝑛 = 2𝑛 − 1より、 

𝑛 ≥ 2のとき、𝑎𝑛 = 1 + ∑(2𝑘 − 1) = 1 + 2 ∑ 𝑘 − ∑ 1
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= 1 + 2 ∙
𝑛(𝑛 − 1)

2
− (𝑛 − 1) 

= 𝑛2 − 2𝑛 + 2 

このとき、𝑎1 = 1 − 2 + 2 = 1 となり、n = 1 のときも成立する。 

従って、𝑎𝑛 = 𝑛2 − 2𝑛 + 2 

 

（2）  𝑎1＝1 ，𝑎𝑛+1＝𝑎𝑛＋3𝑛 

𝑎𝑛+1 − 𝑎𝑛 = 3𝑛より、 

𝑛 ≥ 2のとき、𝑎𝑛 = 1 + ∑ 3𝑘 = 1 +
3(3𝑛−1 − 1)
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= 1 +
3𝑛 − 3

2
=

3𝑛 − 1

2
 

このとき、𝑎1 =
3 − 1

2
= 1 となり、n = 1 のときも成立する。 

従って、𝑎𝑛 =
3𝑛 − 1
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